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1.組織の概要

株式会社 アルテックス事業所名

渡邉 剛之代表者氏名

神奈川県相模原市南区麻溝台8-22-1所在地

TEL ：042-742-2580
FAX                        ：042-742-2616
E-Mail                   ：info@n-artics.co.jp
URL                        ：https://www.n-artics.co.jp

連絡先

映像関連機器の開発・設計・製造および販売事業内容

年間出荷台数

20 名従業員数

470 ㎡床面積

2023年度2022年度2021年度
3,5983,4263,994台数
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2.対象範囲および対象期間
対象範囲：全組織・全活動

対象期間：2023年8月1日～2024年7月31日

環境管理実施体制表
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１．環境管理責任者の任命
２．環境経営方針の策定
３．環境経営システムの実施および管理に必要な資源の準備
４．環境経営システムの定期的評価、見直しの実施
５．社内情報の外部公開可否決定
６．環境経営レポートの承認
７．経営における課題とチャンスの明確化

代表取締役

１．環境経営システムの構築、実施、管理
２．代表取締役への環境経営システムの実施状況報告
３．諮問、推進機関である環境委員会の委員長として委員会の運営
４．環境関連文書及び記録の作成・整理
５．関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底
６．環境経営取り組みの統括

環境管理責任者

１．環境管理責任者の補佐
２．環境経営目標、環境経営計画書の原案作成
３．環境経営の実施集計
４．問題点の発見、是正、予防処置の実施
５．従業員に対する教育訓練の実施
６．緊急事態への対応
７．環境経営レポートの作成、公開
８．外部からの苦情・要望等受付、処理

環境委員会

１．電気使用量の削減
２．水使用量の削減
３．自動車燃料の削減

光熱費部門責任者

１．廃棄物削減
２．紙類使用量の削減

廃棄物管理部門責任者

１．生産における無駄の削減
２．環境配慮型製品の開発推進

生産部門責任者

１．環境経営レポートの作成環境経営レポート作成責任者

１．環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する
２．決められたことを守り、自主的、積極的に環境経営を推進する

全従業員

代表取締役

渡邉 剛之

光熱費部門 電気・水責任者

環境管理責任者

中谷 深雪

環境委員会

全従業員

光熱費部門 自動車燃料責任者

生産量部門責任者

廃棄物管理部門責任者

環境経営レポート作成責任者
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3.環境経営方針

【当社の事業の特徴】

当社は主に画像処理関係などの電子機器を設計し、製造は当社協力工場にて委託生
産し、製品を販売致しております。

当社はこれらの活動を通じて、地球環境の保全の為、エネルギーの削減、化学物質の
排出の低減、及び有害物質の廃絶に継続的に取り組んでいます。

当社は上記の環境負荷に対して、事業経営の重要課題として以下の事項を優先した事
業活動を通じ、環境負荷の低減を図ります。

【理念及び基本方針】

１．研究開発段階から生産・流通・廃棄まで一貫した資源の節減・環境に配慮します。
２．環境マネジメントシステムを継続的に改善します。
３．環境経営方針を、全ての役員･社員に周知徹底し、全員がこれを理解し実践できる
よう教育・啓発活動を推進します。

４．当社は、当社の事業活動に適用される環境法、及び当社が受入れを決めたその他
要求事項を遵守します。

【取り組みテーマ】

１．省エネルギーの推進
２．資源の効率的使用
３．一般廃棄物削減と分別による資源化の推進
４．環境に配慮した製品開発の推進
５．水道水の使用量の削減
６．地域、社会貢献活動への積極的参加
７．製品の市場クレーム数の低減 2023年10月1日

株式会社 アルテックス

代表取締役 渡辺 剛之
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4.環境経営目標とその実績
４-１.環境経営目標

・廃棄物,排水量は今後は大幅な削減が見込めないため、2018年より削減目標は設定せず維持管理と
しました。
・2017年度版ガイドラインによりグリーン購入は必須項目から除外されたため項目を削除しました。
・2019年度評価後、燃費の向上を目標に絞ったため、ガソリン使用量は記録のみとします。
・電気使用量の削減，ガソリン使用量の削減の売上あたりの目標設定は2019年度より廃止となり
削除しました。

※1 弊社ではPRTR法で規定する化学物質を使用していないので、化学物質の削減目標は設定
していません。

※2 温室効果ガス排出量の排出係数は、EA21ガイドライン2017年版に従い、調整後排出係数
0.443（kg-CO2/kWh）を全ての年度に使用しています。

※3 2020年度(2020.8～2021.7)と2021年度(2021.8～2022.7)の記録を平均して目標値を再設定しました。
※4 社用車（プリウス2）については廃車の為、目標から削除しました。
※5 過去3年間の平均値の＋10％を基準値に設定しました。
※6 過去の実績を考慮し、毎月3件にとどめることが妥当と判断し、毎月3件以内としました。

2024年度
目標

2023年度
目標

2022年度
目標

基準年
2021年度

単位目的※1

61,941
(-3%)

62,580
(-2%)

63,218
(-1%)

63,857KWh電気使用量の
削減

二
酸
化
炭
素
排
出
量

27,440
(-3%)

27,723
(-2%)

28,006
(-1%)

28,289Kg-CO2
※2

－－－
記録のみℓガソリン使用量の

削減
（2019年度より
記録のみ） －－－記録のみ

Kg-CO2

夏季24.61
冬季25.03
(維持管理)

夏季24.61
冬季25.03
(維持管理)

夏季24.61
冬季25.03
(維持管理)

夏季 24.61
冬季 25.03

Km/ℓ社用車燃費の向上
(プリウス3)
※3 ※4

953
(維持管理)

953
(維持管理)

953
(維持管理)

953
※5

Kg一般廃棄物の削減
資源の効率的使用

廃
棄
物

179
(維持管理)

179
(維持管理)

179
(維持管理)

179㎥水道水使用量の削
減

排
水
量

既存製品より消費電力5%削減
環境配慮製品を毎年1件以上開発する

件製品及びサービスに
関する項目

3件以内/月3件以内/月3件以内/月件市場クレームの低減※6

PETﾎﾞﾄﾙｷｬｯﾌﾟ、書き損じﾊｶﾞｷ、ﾍﾞﾙﾏｰｸ、使用済みｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞの回収、
地域の清掃活動等への参加

地域社会貢献活動への
積極的参加
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評価実績目標単位目的

×65,91962,5802021年度の実績
値より2%削減

KWh電気使用量の削減二
酸
化
炭
素
排
出
量

×29,20227,723Kg-CO2

○184－記録のみℓガソリン使用量の削
減

○426－Kg-CO2

○夏季 25.25夏季 24.61維持管理Km/ℓ社用車燃費の向上
(プリウス3)

○冬季 25.9冬季 25.03

－29,629 ※1Kg-CO2排出量合計

○830.6953維持管理Kg一般廃棄物の削減
資源の効率的使用

廃
棄
物
排
出
量

×185179維持管理㎥水道水使用量の削減排
水
量

×01環境配慮製品を
1件以上開発する

件製品及びサービスに
関する項目

○1件 / 年3件以内 / 
月

3件以内 / 月件市場クレームの低減

○PETﾎﾞﾄﾙｷｬｯﾌﾟ
を相模原市公
民館へ届けた

PETﾎﾞﾄﾙｷｬｯﾌﾟ、書き損じﾊｶﾞｷ、
ﾍﾞﾙﾏｰｸ、使用済みｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞ
の回収
地域の清掃活動等への参加

地域社会貢献活動への
積極的参加

４-２.実績と評価

※1 CO2排出量総合計 29,667 kg-CO2 （環境目標未設定のLPGの排出量39 kg-CO2を含む）
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5.主要な環境経営計画および取組状況
５-１.省エネルギーの推進

 ２Ｆおよび３Ｆフロアーの昼休み消灯
 夜間・休日の便座電源OFF
 冷房は外気温28℃にてON/OFF
 暖房は室温20℃にてON/OFF
 エコドライブの励行
 蛍光灯の間引き

５-１-１．
経営計画

５-１-２．取組結果の実績
数値評価実績目標５-１-２-１．

電力
×65,91962,580年間使用量(kWh)

達成率を季節ごとで見ると、冬季102％、春秋100％、夏季85％となり、夏季が際
立って厳しい結果となりました。
過去の実績に基づいて各季節の目標値を設定していますが、近年の猛暑の厳しさ
によりエアコンに使用する電力が増加していると考えられます。
尚、今期から窓を閉めてのエアコン使用に戻ったにも関わらず節電効果は薄かった
です。
エアコンをほぼ使用しない春秋季の使用量増加については、製品（熱を発する）の
夜間・休日連続運転の検証によるものである可能性が高いので、この増加は受容
することとします。

蛍光灯の間引き
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５-１．省エネルギーの推進（つづき）

数値評価実績目標５-１-２-２．
ガソリン

-184-使用量(L)

○25.2524.61プリウス３（夏季）

○25.925.03プリウス３（冬季）

ガソリン使用量は記録のみとなりますが、出張で公共交通機関を利用することが増え、
長距離の移動がなくなったため、使用量は大幅に減少しました。
燃費に関しては暑い時期・寒い時期の走行が比較的少なく、空調の利用が例年より
抑えられた結果、目標達成となりました。

使用量の推移

電力の目標値については、来期までの3ヶ年をこのまま実施し、来期の結果により再
設定など検討します。
ガソリンの使用量については営業社員が増え、外に出る回数が増えたことで昨年より
増加しました。
来年度も増加することが予測されますが引き続き使用量の記録を行います。

５-１-３．
次年度の

取り組み
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５-２.資源の効率的使用

社内文書のペーパーレス化
社内ネットワークの整備および強化

５-２-１．
経営計画

数値評価今年度実績（昨年度実績）５-２-２．
取組結果の実績 ○264.6361.2コピー用紙の使用量

（kg）

前年度と比較すると、コピー用紙の使用量は減少しました。

取説やカタログでの印刷に使用するコピー用紙は販売促進に伴い増えてい

くため、減らすことが不可能なので社内文書などでコピー用紙を節約するよ

う努めていきます。

よりペーパーレス化を進めるため、コピー用紙の印刷前にプレビュー等で無

駄な印刷が出ない事を確認する事や議事録の不要な箇所を消す等、ページ

数を減らす努力をしていきます。

５-２-３．
次年度の取り組み
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５-３．一般廃棄物削減と分別による資源化の推進
社内連絡のペーパーレス化に努める
 分別の徹底を呼びかける

５-３-１．
経営計画

数値評価今年度実績目標５-３-２．
取組結果の実績 ○830.6953一般廃棄物排出量（Kg）

前年度の826.4kgと比較して少しだけ総排出量が増えてしまいましたが、４月

に産業廃棄物の排出があり、それに伴って増えた一般廃棄物の増加が主な

原因であるため、日常業務における排出量に関しては削減に取り組めました。

今年度も特に問題のある排出品目はありませんでした。
次年度以降も継続して排出量の削減に取り組んでいきます。

５-３-３．
次年度の取り組み
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５-４．水道水の使用量の削減

配管の定期点検
節水を促す表示物の配置

５-４-１．
経営計画

数値評価実績目安値５-４-２．
取組結果の実績 ×185179年間使用量（㎥）

各月平均30.8(L)、前年32(L)、前々年29.8(L)と比較すると今期は使用量がわ

ずかに減少しました。

今年6月36(L)の増加が見られますが､男子トイレの清掃当番を活発化して清

掃回数を増やしたことが原因と思われるので、この増加は受容することとしま

す。

来期は無駄をなくす教育も含め、引き続き節水に努めていきます。５-４-３．次年度の取
り組み

節水を促す表示
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５-５．環境に配慮した製品開発の推進
省電力型部品を選択する
省電力製品を毎年1件以上開発する
既存製品より消費電力5％削減した新規製品を開発する

５-５-１．
経営計画

数値評価従来同等機種新機種５-５-２．
取組結果の実績 消費電力消費電力

×
--

--

今期は省電力の新製品開発は1件もリリースできませんでした。

カスタム製品の開発が多く、新規製品の開発が遅れたため、

今期のリリースには至りませんでした。

省電力製品の開発は､省電力部品を積極的に使用するように設計開発

者に促していきたいと思います。

５-５-３．
次年度の取り組み

５-６．製品の市場クレーム数の低減
社内不適合の削減５-６-１．

経営計画
数値評価実績目標５-６-２．

取組結果の実績 ○1件 / 年3件以下/月

今期も製造品質は安定して生産されていましたので、

市場での不具合発生は年／1件で収まりました

技術部定例会議でクレーム有無も引き続き議題に掲げ、自社製品の問

題点を共有することで不具合件数の低減につなげたいと思います。

５-６-３．
次年度の取り組み
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５-７．社会貢献活動
社会福祉活動 地域のボランティア活動５-７-１．

活動計画

内容活動実施月日５-７-２．
取組結果の実
績

PETボトルキャップ667ｇを寄付。社会福祉活動2023.11

PETボトルキャップ372ｇを寄付。2023.12

PETボトルキャップ1019ｇを寄付。2024.07

ペットボトルキャップは、年3回届けることができました。

習慣になっている方も多く、安定してペットボトルキャップが集まるようになりました。

10月と6月に恒例となっている相模川クリーン作戦に参加しました。

10月は米軍キャンプの方々を含め多数の参加があったため、拾うゴミの量は少なめ

でした。

地域のボランティアについてはほぼ再開されているので、今後も積極的に参加する

予定です。

社内での回収箱には引き続き力を入れていく予定です。

５-７-３．
次年度の取り
組み

回収ボックスの設置
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５-８．緊急事態への対応

避難訓練の実施
通報訓練の実施
電気配線等の確認
全従業員へヘルメット及びヘルメット用マグネットフックの配布

５-８-１．
活動計画

内容活動実施月日５-８-２．
取組結果の実
績 大地震発生を想定しての避難訓練。避難訓練の実施2023.09

救急、火事の2パターンを想定しての通報訓
練。

通報訓練の実施2023.10

避難訓練は、環境委員が計画・主導して全社員が協力して遂行しました。今回は

大地震が発生し、落下物が落ちてきている想定で訓練を行いました。

・近くにあるもので頭を保護し、机の下等に隠れて落下物に備える。

・避難指示が出たら迅速に避難経路で1階の駐車場へ避難する。

・履物は履き替えずそのまま外へ出る。

・防災用の無線機を使用し、各階の状況を伝える。

・避難時は出入り口を開けたまま避難する。

上記注意事項を重点的にチェックしました。

避難訓練は全社員が迅速に非難できていましたが、机の下に隠れる等の頭を保

護する動きが出来ていない人が見受けられました。

通報訓練は、通報役,消防役それぞれ交代して行いました。

今年度も重複する訓練は行わず、1人1回の簡易的な訓練としました。

避難訓練に関してはまだ、改善の余地がありますので次年度以降ももっと真剣に

臨むように呼びかけていきます。

５-８-３．
次年度の取り
組み
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６.次年度の環境経営目標及び経営計画

※1 2020年度（2020.08～2021.07）と2021年度（2021.08～2022.07）の記録を平均して目標値を
再設定しました。

※2 温室効果ガス排出量の排出係数は、EA21ガイドライン2017年版に従い、調整後排出係数
0.443（kg-CO2/kWh）を全ての年度に使用しています。

※3 社用車（プリウス2）については廃車の為、目標から削除しました。
※4 過去3年間の実績値の平均から+10％を維持管理目標としました。
※5 過去の実績を考慮し、毎月3件にとどめることが妥当と判断し、毎月3件以内としました。

2024年度
目標

2023年度
目標

2022年度
目標

基準年
2021年度

単位目的

61,941
(-3%)

62,580
(-2%)

63,218
(-1%)

63,857KWh電気使用量の
削減

二
酸
化
炭
素
排
出
量

27,440 ※2
(-3%)

27,723 ※2
(-2%)

28,006 ※2
(-1%)

28,289 ※2Kg-CO2

－－－記録のみℓガソリン使用量の
削減

－－－記録のみKg-CO2

夏季24.61
冬季25.03
(維持管理)

夏季24.61
冬季25.03
(維持管理)

夏季24.61
冬季25.03
(維持管理)

夏季 24.61
冬季 25.03

Km/ℓ社用車燃費の向上
(プリウス3)
※1 ※3

953
(維持管理)

953
(維持管理)

953
(維持管理)

953 ※4Kg一般廃棄物の削減
資源の効率的使用

廃
棄
物

179
(維持管理)

179
(維持管理)

179
(維持管理)

179㎥水道水使用量の削
減

排
水
量

既存製品より消費電力5%削減
環境配慮製品を毎年1件以上開発する

件製品及びサービスに
関する項目

3件以内/月3件以内/月3件以内/月件市場クレームの低減※5

PETﾎﾞﾄﾙｷｬｯﾌﾟ、書き損じﾊｶﾞｷ、ﾍﾞﾙﾏｰｸ、使用済みｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞの回収、
地域の清掃活動等への参加

地域社会貢献活動への
積極的参加

６－１．次年度の環境経営目標
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2024年度経営計画目的

 ２Ｆおよび３Ｆフロアーの昼休み消灯
 夜間・休日の便座電源OFF
 冷房は外気温28℃にてON/OFF
 暖房は室温20℃にてON/OFF
 蛍光灯の間引き

電気使用量の
削減※1

二
酸
化
炭
素
排
出
量

 エコドライブの励行ガソリン使用量の
削減

社用車燃費の向上
(プリウス3)

 社内連絡のペーパーレス化に努める
 分別の徹底を呼びかける
社内ネットワークの整備および強化

一般廃棄物の削減
資源の効率的使用

廃
棄
物

 配管の定期点検
 節水を促す表示物の配置

水道水使用量の削減排
水
量

 省電力型部品を選択する
 省電力製品を毎年1件以上開発する
 既存製品より消費電力5％削減した新規製品を開発する

製品及びサービスに
関する項目

市場クレーム件数の低減市場クレームの低減

 社会福祉活動
 地域のボランティア活動

地域社会貢献活動への
積極的参加

６－２．次年度の経営計画
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７.環境関連法規への違反、訴訟等の有無

８.代表者による全体評価と見直しの結果

当社に適用とされる環境関連法規の遵守状況を確認した結果、上記の通り過
去3年間違反はありませんでした。また、過去において近隣からの苦情、関係機
関からの指摘、訴訟等もありませんでした。

株式会社 アルテックス

代表取締役 渡邉 剛之

遵守状況実施状況適用する遵守事項法規名称

○2024年4月に適切に排出しています。産業廃棄物（金属類、廃プラ類、基板屑、配線屑、水銀使用製品な
ど）を処理する際に法規に遵守して排出及び処理する事。

産業廃棄物処理法

○毎週月曜日と木曜日に分別して排出し
ています。

一般廃棄物（一般ゴミ、古紙、ダンボールなど）を処理する場合分別
して指定日に指定場所へ排出し法規に遵守している事。

一般廃棄物処理法
（相模原市条例）

〇2024年4月に適切に排出しています。パソコンを処分する際に法規に遵守して処理する事。資源有効利用促進法

○点検表より、異常なし３ヵ月毎に点検表に従い、簡易点検を実施する事フロン排出抑制法

今年度は人員増員により仕事量が増加した影響で、電力・水道の使用量上
昇が顕著に出た年となった。また、電力については今年の猛暑の影響や、新
製品投入に伴う連続動作テストの実施により大幅な上昇となった。

今後については社屋のリニューアル工事を計画しており、冷暖房効率の改善
を設計に組み込む予定で数値の削減に期待したい。

社内のペーパーレス化は進めており成果を出しつつあるが、販売促進用の
資料は営業人員増員による営業活動強化により、今後増加が見込まれる。
社会貢献活動については、ペットボトルキャップを年3回届けることが出来、社
内に習慣が定着してきた。
地域ボランティアについても恒例の相模川クリーン作戦に春・秋の2回参加し
ておりその他ボランティアについても積極的に参加をしていく方針である。

環境委員会に若手社員を加え、彼らの意見も取り入れたうえで以後の計画を
立てて、マンネリ化を防いでいただきたい。


